
こころのバリアフリー市民部会 誰もが安心して過ごせるまちづくりのために市民のみなさまに「ありがとう」を伝えていきます。【都市政策課交通計画担当】

　空き状況や申し込み方法などの詳細は市　またはお問い合わせください。
【秘書広報課広報担当】 

広報紙、市ホームページの有料広告を募集

〈市ホームページ（スマートフォン対応）〉
月アクセス数 約６万3000件（トップページ）
トップページ下部バナー広告欄の他、右上
バナー広告欄にランダムに表示
1枠2万円（画像は縦70ピクセル×横140ピ
クセル、GIF形式で4キロバイト以内）

〈広報ちがさき〉
発行部数約9万部(月2回発行)、1枠5万円(縦5.4cm×横12cm)

広報ちがさき 市ホームページ

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ
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市税　 ４８．７％　３５９億９８８７万円　（０．４％増）
市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税

使用料及び手数料 １．１％　 ８億３５４１万円　（２．０％増）
市営住宅使用料、戸籍手数料など

諸収入等※2　 ５．８％　 ４３億３１３万円　（１０．８％減）
さまざまな事業の実費負担や財産収入、寄付金など

繰入金　 ２．４％　 １８億１６８１万円　（９４．９％増）
特別会計や基金などから繰り入れるお金

繰越金　 １．１％　 ８億円　（２１６．６％増）
昨年度の予算から繰り越したお金

国庫支出金　１７．７％　１３０億７９８７万円　（１０．１％増）
国が特定の事務事業に対して交付するお金

県支出金　 ７．６％　 ５６億４２６５万円　（１１．０％増）
県が特定の事務事業に対して交付するお金

各種交付金等　９．８％　 ７１億８５３６万円　（１．５％増）
国や県が徴収した税のうち市町村に配分されるお金

市債　 ５．８％　 ４３億１７９０万円　（２１．８％減）
施設の整備や臨時財政対策債※3について国や銀行などから借りるお金

合計  ７３９億８０００万円　（２．４％増）

一般会計歳入一般会計歳入

※2 諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄付金」です
※3 国が地方交付税として用意できない分を地方公共団体が、それぞれ借り入れるお金です
（その元金と利子に対しては、後年、地方交付税により措置されます）

ちがさきの財政 令和２年度当初予算の概要

一般会計
７３９億８０００万円
（２．４％増）
５３．３％

一般会計
７３９億８０００万円
（２．４％増）
５３．３％

国民健康保険事業
２２０億２６００万円 （４．５％減） １５．９％

後期高齢者医療事業
３７億５７００万円 （１２．０％増） ２．７％

介護保険事業
１６１億2100万円 （２．７％増） １１．６％

公共用地先行取得事業
２億２２４６万円 （２０１．０％増） ０．２％

公共下水道事業
８９億６７６６万円 （３．７％減） ６．４％

病院事業
１３７億８４０万円 （３．０％減） ９．９％

特別会計
６４８億２５２万円
（１．３％減）
４６．７％

特別会計
６４８億２５２万円
（１．３％減）
４６．７％

会計別
予算総額

１３８７億８２５２万円
（０．６％増）
１００％

会計別
予算総額

１３８７億８２５２万円
（０．６％増）
１００％

　歳入の根幹をなす市税は、前年度比0.4%増の359億9887万円を見込んでいます。
　国庫支出金は、粗大ごみ処理施設整備事業において活用した循環型社会形成推進交付
金が皆減となったものの、幼児教育無償化関連の施設等利用費負担金が皆増となったこ
とから、前年度比10.1％増の130億7987万円を見込みました。
　繰入金は、財政調整基金繰入金が前年度より8.2億円の増、ごみ減量化・資源化基金繰
入金が皆増となったことから、全体で前年度比94.9%増の18億1681万円を見込んでい
ます。
　市債は、地方交付税として国が交付するべき財源の不足分を補うために発行する臨時
財政対策債、事業債ともに減となり、全体で21.8％の減を見込みました。

※１ �一般会計の増減額および伸率の比較対象は、令和元年度当初予算を骨格予算
として編成したため、令和元年度当初予算額（骨格予算）と令和元年度補正予
算第２号（肉付け予算）の合計金額としています

歳　入

（　）内は前年度比 ※1
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